PAGE  

[image: image1.bmp]
[image: image2.bmp]
改訂
平成２０年６月
県産品振興推進会議

福島県
目次
1第１　策定趣旨


1第２　対象とする範囲


2第３　目指すべき姿


2第４　基本戦略


2第５　取組期間


3第６　進行管理


3１　運営管理


3（１）運営管理体制


3（２）役割


4２　進行管理方法


5第７　行動体系


9第８　個別実行計画


9１　推進体制戦略


9（１）全県一体となった取組み体制の構築


10（２）県産品振興の総合企画、調整を担う県組織の整備及び推進体制等における民間人材の活用


10（３）その他


12２　商品化戦略


12（１）産学官連携による加工食品研究開発体制の構築


12（２）県における新商品開発体制の構築


14（３）マーケティング手法の確立（商品企画）


14（４）関連産業支援


16（５）その他


３　販売促進戦略
19
（１）県の各行政分野及び関係団体等との事業連携
19
（２）効果的なＰＲ手法の構築
22
（３）「ふくしま産品」として先導的にアピールできる商品の選定によるブランド化
26
（４）統一ロゴマーク・品質基準等設定
27
（５）マーケティング手法の確立（プロモーション）
27
（６）その他
29
４　販路開拓戦略
33
（１）従来の型にとらわれない首都圏アンテナショップの展開
33
（２）販路の多角化に応じた開拓
33
（３）海外、特に上海での販路開拓・拡大
35
（４）マーケティング手法の確立（流通計画）
37
（５）その他
38



	第１　策定趣旨


	このプログラムは、『ふくしま産品振興基本方針』
に基づき、ふくしま産品の知名度や評価の向上を図るため、県内各地域における先行的な取組みを支援しつつ、一体となって、関係機関・団体と連携して取り組む具体的な行動を定めたものです。


	第２　対象とする範囲


　
	このプログラムにおいては、ブランド化
に意欲のある生産者・製造者の「ふくしま産品」から「福島県ブランド認証産品」を厳選し、重点的に振興します。

· 「ふくしま産品」とは、「県産品」及び「ふるさと産品」のうち、農林水産物、加工食品、民・工芸品、日用品等であって、表示等
によって県内で生産・製造されたことが明らかなものをいう。

· 「県産品」とは、県内で生産、加工及び製造（部分を含む）されたものをいう。

· 「ふるさと産品」とは、県内の物的・人的資源や技術を活用して生産されるものであり、地域のイメージアップを図れるものをいう。
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図 1　対象となる範囲
	第３　目指すべき姿


　このプログラムの展開により、

	ふくしま産品に対する知名度、評価を高めること


を目指します。

これにより、

	· ふくしま産品の競争力の向上

· ふくしま産品の付加価値の上昇

· ふくしま産品の販売額の増大


に結びつけ、

	県内地域産業の活性化


につなげます。

	第４　基本戦略


　　
	　このプログラムは、

次の４つの戦略項目により展開していきます。

１　推進体制戦略

「県産品振興推進会議」を核として、全県的に取り組みます。

２　商品化戦略

消費者ニーズを的確に把握し、産学官の連携を図りながら、安全、安心な全国から注目されるふくしま産品の研究開発に取り組みます。

３　販売促進戦略

商品を厳選して、広告、パブリシティを効果的に活用し、ふくしま産品のブランド化に取り組みます。

４　販路開拓戦略

海外販路の開拓を含め、通信・ネット販売、量販店との連携など流通販路を多角化し、ふくしま産品の売り込みに取り組みます。


	第５　取組期間


　
このプログラムにおける取組みは、平成１７年度から５年間とします。

	第６　進行管理


　１　運営管理

（１）運営管理体制

	




（２）役割

	県産品振興推進会議
	· 全県的な取組みの推進

· 全体計画の総合的な検討、協議

	検討部会
	· 各分野における専門的な振興施策の検討、提言

	県産品振興プロジェクトチーム
	· 全庁的な事業連携の推進

· 県における取組みの優先順位、実施時期、必要事業等の検討

· PDCAサイクル(図２参照)に沿ったプログラムの進行管理

	県産品振興

戦略運営会議
	· 商工労働部と農林水産部の連携・一体的取組みの推進

	県産品振興戦略課
	· 県産品振興に関する総合企画及び調整、情報の整理




２　進行管理方法

	(1) 体系的・効率的な取組みを推進するため、個別の実行内容において、成果指標
を設定し、随時、成果分析を行います。

(2) このプログラムの実効性を高めるため、随時、見直し（改訂）ます。

(3) ふくしま産品の知名度の向上を確認するため、適宜、アンケート調査等を実施します。



図 2　PDCAサイクル
	 第７　行動体系


大項目数：４、中項目数：１９、小項目数：８７
小項目中の” *”は予算が計上されていない実行内容を示す。：１２
	大項目
	中項目
	小項目
	
	改廃状況
	頁

	１

推進

体制
戦略
	(1) 
	全県一体となった取組み体制の構築
	ア　　官民協議会の運用
	
	
	9

	
	
	
	イ　　市町村関係者との連携
	*
	
	9

	
	
	
	ウ　　「ふくしま産品」についての意見公募
	*
	
	9

	
	(2) 


	県産品振興の総合企画、調整を担う県組織の整備及び推進体制等における民間人材の活用

	ア　　県産品振興専任担当課の運用
	
	
	10

	
	
	
	イ　　県産品振興プロジェクトチームの運用
	
	
	10

	
	
	
	県産品振興専門員の設置
	
	終了
	

	
	
	
	ウ　　県産品の首都圏への販路開拓支援
	
	追加
	10

	
	(3)
	その他
	ア　　アクションプログラム等の情報公開
	*
	
	10

	
	
	
	イ　　ブランド認証制度委員会の運営
	
	
	11

	２

商品化
戦略
	(1) 
	産学官連携による加工食品研究開発体制の構築
	ア　　ものづくり研究開発と技術移転
	
	
	12

	
	
	
	
	
	
	

	
	(2) 
	県における新商品開発体制の構築
	ア　　県産農産物の効果的な加工利用
	
	改正
	12

	
	
	
	　　工業・農林水産部門の共同開発
	
	終了
	

	
	
	
	イ　　ニーズ対応型研究開発
	
	改正
	13

	
	
	
	　　本県農産物の機能性の検証
	
	終了
	

	
	
	
	ウ　　農産物加工・利用技術研究
	
	
	13

	
	
	
	エ　　地域特産資源を活用した機能性食品開発
	
	
	13

	
	(3) 
	マーケティング手法の確立　（商品企画）
	ア　　消費者動向情報の整理の検討
	*
	
	14

	
	
	
	　　戦略プロデューサーの設置
	
	終了
	

	
	
	
	　　戦略セミナーの開催
	
	終了
	

	
	(4) 
	関連産業支援
	　　技術者の育成
	
	終了
	

	
	
	
	ア　　会津地鶏、ふくしま赤しゃもの支援
	
	
	14

	
	
	
	イ　　酵母頒布、依頼試験や設備の開放
	
	
	14

	
	
	
	ウ　　産地内グループの支援
	
	
	14

	
	
	
	エ　　地域ビジネスの支援
	
	
	15

	
	
	
	オ　　地域産業資源活用事業への取組支援
	
	
	15

	
	
	
	カ　　地場産業への支援
	
	
	15

	
	
	
	キ　　うつくしまエゴマ豚生産基盤の強化
	
	
	15

	
	
	
	ク　　地域力連携拠点事業の実施
	
	追加
	16

	
	(5) 
	その他
	ア　　ふるさと産品台帳の作成
	*
	
	16

	
	
	
	イ　　お土産品カタログの作成・活用
	
	
	16

	
	
	
	ウ　　ふるさと産品の育成
	
	改正
	16

	３

販売

促進
戦略


	(1) 
	県の各行政分野及び関係団体等との事業連携
	ア　　（財）福島県観光物産交流協会運営の補助
	
	
	19

	
	
	
	イ　　県観光物産館の運営
	
	
	19

	
	
	
	ウ　　物産拠点におけるキャンペーン
	
	
	19

	
	
	
	エ　　地産地消運動の普及啓発
	
	
	20

	
	
	
	オ　　県内量販店における地産地消の推進
	
	
	20

	
	
	
	カ　　観光物産館における地産地消の推進
	
	
	20

	
	
	
	キ　　県外事務所における物産振興
	
	
	20

	
	
	
	ク　　ふくしま米の県外における魅力アップ
	
	改正
	21

	
	
	
	　　県産大豆の需要拡大促進
	
	終了
	

	
	
	
	ケ　　福島牛等の流通販売活性化対策
	
	
	21

	
	
	
	コ　　県産青果物の県外におけるＰＲ
	
	改正
	21

	
	
	
	サ　　県産水産物の学校給食への普及
	
	
	21

	
	
	
	　　地域水産物の掘り起こし
	
	終了
	

	
	
	
	シ　　観光物産館における品揃えの充実
	
	
	21

	
	
	
	　　マーケティング活動費の助成
	
	終了
	

	
	
	
	ス　　花きの消費拡大
	
	
	22

	
	
	
	セ　　福島県産大豆使用ロゴマークの利用推進
	
	追加
	22

	
	(2) 効果的なＰＲ手法の構築
	ア　　物産展等の開催
	
	
	22

	
	
	イ　　「地域の宝」を核とした誘客
	
	
	22

	
	
	ウ　　地域連携ＰＲ活動の検討
	*
	
	23

	
	
	　　本県農産物の機能性ＰＲ
	
	終了
	

	
	
	エ　　うつくしま観光誘客プロモーション
	
	
	23

	
	
	オ　　有機農産物広報活動
	
	
	23


	
	
	カ　　地元消費者への働きかけ
	
	
	23

	
	
	キ　　県産農畜産物の生産履歴の情報開示
	
	
	24

	
	
	ク　　ニットフェアの開催
	
	
	24

	
	
	ケ　　浪江町水産物のＰＲ
	
	
	24

	
	
	コ　　福島県のお菓子をＰＲ
	
	
	24

	
	
	サ　　首都圏向け情報発信事業の実施
	
	
	25

	
	
	シ　　伝統的工芸品若手職人・後継者支援
	
	追加
	25

	
	
	ス　　東京観光案内所（ｻﾃﾗｲﾄｼｮｯﾌﾟふくしま）の運営
	
	追加
	25

	
	
	セ　　ふくしまアクティブツーリズム総合戦略事業
	
	追加
	25

	
	　(3) 
	　「ふくしま産品」として先導的にアピールできる商品の選定によるブランド化
	福島県産食材テースティング会の開催
	
	終了
	

	
	
	
	ア　　ふるさと恵みの店指定（地産地消）
	
	
	26

	
	
	
	イ　　ふくしま特産品コンクール
	
	
	26

	
	
	
	うつくしま工芸品フェア開催
	
	終了
	

	
	
	
	ウ　　福島県ブランド認証産品のＰＲ
	
	
	26

	
	
	
	エ　　観光みやげ品の推薦
	
	
	26

	
	
	
	オ　　地域ブランドコーナーの設置
	
	
	27

	
	(4) 
	統一ロゴマーク・品質基準等設定
	ア　　福島県ブランド認証制度の確立
	
	
	27

	
	
	
	
	
	
	

	
	(5) 
	マーケティング手法の確立　（プロモーション）
	ア　　ふるさと産品の情報提供
	
	
	27

	
	
	
	イ　　パブリシティの活用
	*
	
	27

	
	
	
	ウ　　福島空港就航先でのＰＲ
	
	
	28

	
	
	
	　　会津地域産物のＰＲと消費拡大
	
	終了
	

	
	
	
	エ　　県産大豆を原料とした製品の販売
	
	
	28

	
	
	
	オ　　会津郷からむし織商品のブランド化
	
	
	28

	
	
	
	カ　　オリンダ二次加工商品の販売促進
	
	
	28

	
	
	
	キ　　地産地消の促進
	*
	
	29

	
	(6) 
	その他
	ア　　販売促進戦略のまとめ
	*
	
	29

	４

販路

開拓
戦略
	(1) 
	従来の型にとらわれない首都圏アンテナショップの展開
	ア　　ふくしま市場の運営
	
	
	33

	
	
	
	
	
	
	

	
	(2) 販路の多角化に応じた開拓
	ア　　全国流通関係業者対象商談会の開催
	
	
	33

	
	
	イ　　業務提携による販路開拓の検討
	*
	
	33

	
	
	　　有機農産物ＰＲシンポジウム
	
	終了
	

	
	
	ウ　　有機農産物生産者と消費者の絆づくり交流会
	
	
	34

	
	
	卸売市場との連携による地産地消の推進
	
	終了
	

	
	
	エ　　ふるさと産品フェアの開催
	
	
	34

	
	
	首都圏における伝統的工芸品展示会の開催
	
	終了
	

	
	
	オ　　有機農産物等販路開拓商談会等の開催
	
	
	34

	
	
	カ　　食彩ふくしまサマー・オータムトータルフェア等の開催
	
	改正
	34

	
	
	　　県産品流通モデルの構築
	
	終了
	

	
	
	キ　　外食・中食産業への販路開拓キャンペーンの実施
	
	追加
	35

	
	
	ク　　県産品のイメージアップ福島美酒体験の開催
	
	追加
	35

	
	(3) 
	海外、特に上海での販路開拓・拡大
	ア　　福島ＧＡＬＬＥＲＹの運営
	
	
	35

	
	
	
	イ　　東・東南アジア等への県産果物等の輸出
	
	改正
	35

	
	
	
	ウ　　海外情報の提供
	*
	
	36

	
	
	
	エ　　商談会の開催
	
	
	36

	
	
	
	オ　　海外における知的財産権登録の検討
	
	
	36

	
	
	
	カ　　東アジア地域の販路拡大
	
	
	36

	
	
	
	キ　　県産品輸出促進体制整備
	
	追加
	37

	
	(4)
	マーケティング手法の確立　（流通計画）
	ア　　有機農産物等のマーケティング
	
	
	37

	
	
	
	イ　　ふくしま特産品のモニタリング調査
	
	
	37

	
	
	
	県産品輸出等調査フォロー調査事業
	
	終了
	

	
	
	
	ウ　　ふくしまおりもの展
	
	
	37

	
	(5) 
	その他
	ア　　販路開拓戦略のまとめ
	*
	
	38


	 　第８　個別実行計画


	戦略項目
	１　推進体制戦略

	取組項目
	（1） 全県一体となった取組み体制の構築

（2） 県産品振興の総合企画、調整を担う県組織の整備及び推進体制等における民間人材の活用

（3） その他

	取組内容

	（１）全県一体となった取組み体制の構築

実行内容

1  官民協議会の運用

いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

県産品振興推進会議及び分野別検討部会を設置し、県内関連団体と県産品振興について協議する

期待する効果

生産・製造者及び関係機関等の協力した取組み、関連団体会員への施策周知、ブランド戦略の強化

成果指標

関係団体会員からのコメント数

実行内容

2  市町村関係者との連携

いつまで

平成２２年３月

だれが

市町村、県産品振興戦略課
何をする

各市町村における産品振興の経緯と問題点を整理、既存の取組みと効率的に連携した事業を検討

期待する効果

地域間連携、共生等の全県的な取組みの推進

成果指標

連携事例数　

実行内容

3  「ふくしま産品」についての意見公募

いつまで

平成２２年３月

だれが

県

何をする

「福島」イメージの形成、代表産品の選抜

期待する効果

県民主体のブランド化、口コミPR効果、県内外NPOへの波及

成果指標

アンケート数
（２）県産品振興の総合企画、調整を担う県組織の整備及び推進体制等における民間人材の活用

実行内容

1  県産品振興専任担当課の運用

いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

県産品振興の総合企画及び調整

期待する効果

県産品振興に関する情報整理及び窓口の一本化

ブランド化のための商品開発から販売までを支援する体制構築

成果指標
事業連携・協議数

実行内容

2  県産品振興プロジェクトチームの運用

いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興プロジェクトチーム

何をする

アクションプログラムの進行管理

期待する効果

部局横断的な全庁的取組み、効率的に連携した事業展開の推進

成果指標

部局横断的な取組み数

実行内容

3  県産品の首都圏への販路開拓支援

いつまで

平成２３年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

民間経験者を活用して、首都圏の百貨店、スーパーマーケット、飲食店、食品卸会社等へ県産品を売り込み、商談を行う。
期待する効果

県産品の販路拡大

成果指標

商談成立額

（３）その他

実行内容

1  アクションプログラム等の情報公開

いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

イベント案内、施策説明、途中経過・成果報告などの情報公開

期待する効果

効率的・効果的な事業の推進

成果指標

ホームページアクセス数

実行内容

2  ブランド認証制度委員会の運営

いつまで

平成２３年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

産品を厳選・認証し、全国・世界に向けた戦略的な売り込みを行う福島県ブランド認証制度委員会を開催し、基準の策定、商品の選定を行う。

期待する効果

県産品の知名度向上、競争力の強化
成果指標

認証数


	取組スケジュール

	取組内容
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度

	官民協議会の運用
	
	
	
	
	

	市町村関係者との連携
	
	
	
	
	

	「ふくしま産品」意見公募
	
	
	
	
	

	県産品振興専任担当課運用
	
	
	
	
	

	プロジェクトチームの運用
	
	
	
	
	

	首都圏販路開拓支援
	
	
	
	
	

	プログラム等の情報公開
	
	
	
	
	

	ブランド認証制度委員会
	
	
	
	
	


	戦略項目
	２　商品化戦略

	取組項目
	（1） 産学官連携による加工食品研究開発体制の構築

（2） 県における新商品開発体制の構築

（3） マーケティング手法の確立（商品企画）

（4） 関連産業支援

（5） その他

	取組内容

	（１）産学官連携による加工食品研究開発体制の構築
実行内容

1 ものづくり研究開発と技術移転

いつまで

平成２１年３月

だれが

ハイテクプラザ

何をする

県内企業から研究課題を公募し、大学及び国公立研究機関及び企業等と連携して研究開発を実施。その後、技術を移転する。

期待する効果

県内企業の技術力向上、新製品開発

成果指標

技術移転数 

（２）県における新商品開発体制の構築

実行内容

1 県産農産物の効果的な加工利用

いつまで

平成２３年３月

だれが

農産物流通課
何をする

一定のテーマを掲げた新商品の試作・検討
期待する効果

加工原材料農産物の生産拡大、地域経済の活性化

成果指標

開発商品数　
実行内容

2 ニーズ対応型研究開発

いつまで

平成２１年３月

だれが

ハイテクプラザ

何をする

複数企業のニーズ（技術課題の解決や新商品開発）に基づき研究開発を実施する。
· 福島県オリジナル吟醸酒の高品質化
· フェノール系有機資源の物質選択性を利用した高機能エコ製品の開発

· 難分解性有機質を分解する酵素の開発
· 拡散容器における機能性膜の支持体用織物の開発
· 伝統工芸技術の融合によるＵＤ製品の開発
期待する効果

開発シーズの蓄積とニーズへの対応

成果指標

要請元企業の満足度　

実行内容

3 農産物加工・利用技術研究

いつまで

平成２３年３月

だれが

農業総合センター

何をする

農産加工に取り組む農業者等を対象とした県産農産物利用による加工・利用技術開発

期待する効果

農家経営の向上

成果指標

開発技術数

実行内容

4 地域特産資源を活用した機能性食品開発

いつまで

平成２１年３月

だれが

ハイテクプラザ、林業研究センター

何をする

県内果実類（ベリー類）を利活用した機能性食品の開発

県産特用林産物(きのこ、山菜類)を利活用した機能性食品の開発

期待する効果

地域特産資源の生産・利用拡大

成果指標

食品開発件数、特用林産物選抜数　

（３）マーケティング手法の確立（商品企画）

実行内容

1 消費者動向情報の整理の検討

いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

消費者動向情報を随時把握し随時整理する

期待する効果

需要に応じた商品開発や販売促進

成果指標

情報更新回数

（４）関連産業支援
実行内容
1 会津地鶏、ふくしま赤しゃもの支援
いつまで
平成２１年３月
だれが
畜産課
何をする
生産拡大指導、パンフレット発行
期待する効果
生産流通拡大
成果指標
生産量　
実行内容

2 酵母頒布、依頼試験や設備の開放

いつまで

平成２１年３月

だれが

ハイテクプラザ

何をする

純粋培養酵母を作成し蔵元に配布する。
企業から依頼された試験を行い品質管理や製品開発に役立ててもらう。

期待する効果

製品の質的な向上。

成果指標

酵母頒布、依頼試験、設備・機器開放の数　

実行内容

3 産地内グループの支援

いつまで

平成２１年３月

だれが

福島県中小企業団体中央会

何をする

産地内の有志が地域産物の加工、販売、研究などを実施するための法人化・組織化を図る場合における多角的な支援を行う
期待する効果

地域産品の販路拡大と生産・加工・販売体制の確立
成果指標

販売額、設立法人数など
実行内容

4 地域ビジネスの支援
いつまで

平成２１年３月

だれが

産業創出課
何をする

地域資源を活用したビジネス興しに取り組む起業家及び市町村、NPO等を対象に経営アドバイス等を行う。

期待する効果

地域ビジネスの育成

成果指標

事業者訪問件数　

実行内容

5 地域産業資源活用事業への取組支援
いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課、産業創出課、観光交流課
何をする

地域資源を活用した事業に取り組む中小企業等に対し、中小企業地域資源活用促進法における国の事業認定を受けられるよう、側面的に支援する。
期待する効果

地域産業資源活用事業の創出
成果指標

国の事業認定数
実行内容

6 地場産業への支援

いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

需要拡大や消費者ニーズへの対応を目指す企業の支援、ブランド化の支援など、幅広く地場産業を支援する。

期待する効果

地場産品の販路拡大、生産体制の増強

成果指標

支援件数
実行内容
7 うつくしまエゴマ豚生産基盤の強化
いつまで
平成２１年３月
だれが
うつくしまエゴマ豚普及推進協議会　（畜産課）
何をする
ＬＷ母豚を生産農場に貸し付ける（必要な基金造成支援）

各種系統豚デュロック種を用いた生産のための実証調査を行う。

期待する効果
生産流通拡大
成果指標
生産量　
実行内容

8 地域力連携拠点事業の実施

いつまで

平成２１年３月

だれが

福島県中小企業団体中央会

何をする

中小企業地域資源活用促進法、農商工連携促進法における国の認定を受けられるよう、県内中小企業に対して支援を行う。

期待する効果

販路の拡大、新規取引先の開拓、県産品の普及拡大

成果指標

国の認定数

（５）その他

実行内容

1 ふるさと産品台帳の作成
いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

市町村から集められたふるさと産品の情報整理

期待する効果

産品の掘り起こしと改良

成果指標

新規ふるさと産品登録数　

実行内容

2 お土産品カタログの作成・活用
いつまで

平成２２年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

ふくしま特産品に関するカタログを作成し、ふくしまのこだわりの味・匠の技を全国に発信する。

期待する効果

「ふくしま産品」の知名度アップ

成果指標

販売額　

実行内容

3 ふるさと産品の育成
いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

産品開発費助成

期待する効果

優良産品の開発・育成

成果指標

新規ふるさと産品登録数　




	取組スケジュール

	取組内容
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度

	ものづくり研究開発
	
	
	
	
	

	県産農産物の加工利用
	
	
	
	
	

	ニーズ対応型研究開発
	
	
	
	
	

	農産物加工・利用技術研究
	
	
	
	
	

	地域特産資源を活用した機能性食品開発
	
	
	
	
	

	消費者動向情報の整理検討
	
	
	
	
	

	会津地鶏、ふくしま赤しゃも支援


	
	
	
	
	

	酵母頒布、依頼試験、設備開放
	
	
	
	
	

	産地内グループの支援
	
	
	
	
	

	地域ビジネスの支援
	
	
	
	
	

	地域産業資源活用事業への取組支援
	
	
	
	
	

	地場産業への支援
	
	
	
	
	

	エゴマ豚生産基盤の強化
	
	
	
	
	

	地域力連携拠点事業の実施
	
	
	
	
	

	ふるさと産品台帳作成
	
	
	
	
	

	お土産品カタログ作成
	
	
	
	
	

	ふるさと産品の育成
	
	
	
	
	


	戦略項目
	３　販売促進戦略

	（1） 取組項目
	（2） 県の各行政分野及び関係団体等との事業連携

（3） 効果的なＰＲ手法の構築

（4） 「ふくしま産品」として先導的にアピールできる商品の選定によるブランド化

（5） 統一ロゴマーク・品質基準等設定

（6） マーケティング手法の確立（プロモーション）
（7） その他

	取組内容

	（１）県の各行政分野及び関係団体等との事業連携

実行内容

1 （財）福島県観光物産交流協会の補助

いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

本県物産振興の中核団体である（財）福島県観光物産交流協会の運営費の補助

期待する効果

（財）福島県観光物産交流協会の事業活動の充実強化

成果指標

－　

実行内容

2 県観光物産館の運営

いつまで

平成２２年３月

だれが

観光物産館の指定管理者（県産品振興戦略課）

何をする

観光物産館の運営管理と事業展開による優良産品の紹介・宣伝

期待する効果

産品周知、販路拡大

成果指標

販売品目数、パンフレット消費数　

実行内容

3 物産拠点におけるキャンペーン

いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課、観光交流課
何をする

ふくしま市場・サテライトショップふくしまを拠点としたイベント開催

期待する効果

首都圏における県産品の知名度向上

成果指標

来場者数　

実行内容

4 地産地消運動の普及啓発

いつまで

平成２３年３月

だれが

全国農業協同組合連合会福島県本部・県内ＪＡ・ＪＡ福島中央会、

企画調整部企画調整課、県産品振興戦略課、農産物流通課
何をする

ＪＡグループ直売所間連携における品揃え充実による消費拡大

青果物パッケージ拠点を活用した地場販売拡大、

地産地消の啓発

期待する効果

県産農畜産物の消費拡大・魅力ある店舗展開による誘客促進

県産品の消費拡大

成果指標

カ所・売上高

地産地消HPアクセス件数（企画調整課、農産物流通課）　

実行内容

5 県内量販店における地産地消の推進

いつまで

平成２３年３月

だれが

企画調整部企画調整課、農産物流通課
何をする

県内量販店への「地産地消月間」における参加協力の要請・情報提供

期待する効果

地産地消、販路拡大

成果指標

地産地消シンボルマーク使用届出件数　

実行内容

6 観光物産館における地産地消の推進
いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

県内農産物をはじめ、加工食品、工芸品等の出展者を募り、館内において随時催事を開催する。
期待する効果

「ふくしま特産品」の知名度アップ
成果指標

来場者数

実行内容

7 県外事務所における物産振興

いつまで

平成２１年３月

だれが

東京、大阪、名古屋、北海道の各事務所

何をする

ブランド認証産品を始めとする優良産品の紹介・宣伝

期待する効果

各地域における県産品の知名度向上

成果指標

－
実行内容

8 ふくしま米の県外における魅力アップ

いつまで

平成２３年３月

だれが

ふくしま米需要拡大推進協議会　（農産物流通課）

何をする

新米フェア、ＰＲ看板、交通広告等の利用　他

期待する効果

ふくしま米の消費拡大

成果指標

フェアの開催数　
実行内容

9 福島牛等の流通販売活性化対策

いつまで

平成２２年３月

だれが

全国農業協同組合連合会福島県本部・福島牛販売促進協議会

（畜産課）

何をする

枝肉セリ支援、指定店の普及、懇談会

期待する効果

牛の流通・販売拡大

成果指標

指定店数　
実行内容

10 県産青果物の県外におけるＰＲ

いつまで

平成２１年３月

だれが

全国農業協同組合連合会福島県本部　（農産物流通課）

何をする

ふくしま青果物フェア、オリジナル品種ＰＲ

期待する効果

県産青果物の消費拡大

成果指標

京浜地区のフェア開催延店舗数　
実行内容

11 県産水産物の学校給食への普及

いつまで

平成２２年３月（平成１６年４月から）

だれが

市町村（水産課）

何をする

小中学校の学校給食への県産水産物の供給

期待する効果

地元産水産物の消費拡大

成果指標

地元産水産物学校給食食数　

実行内容

12 観光物産館における品揃えの充実
いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

観光物産館及びふるさとふくしまコーナーのリニューアル

商品の発掘・掘り起こし、地域産品の実験的展示・紹介

期待する効果

品揃えの拡充、観光物産館及び県産品全体の魅力向上

成果指標

来場者数、販売品目数
実行内容

13 花きの消費拡大

いつまで

平成２１年３月

だれが

福島県花と緑の国づくり協議会（園芸課）

何をする

「ふくしまフラワーフェスティバル」の実施や東北花の展覧会への出展各種イベントにおける県産花きのＰＲなどを行う。

期待する効果

花と緑の普及推進、消費拡大

成果指標

イベント来場者数　

実行内容

14 福島県産大豆使用ロゴマークの利用推進
いつまで

平成２１年３月
だれが

福島県麦大豆振興協議会（事務局：水田畑作課）
何をする

県内大豆加工業者に対してロゴマークのＰＲ及びロゴマーク製品の取組みを推進する。
期待する効果

県産大豆の需要拡大、消費拡大
成果指標

福島県産大豆使用ロゴマーク申請アイテム数
（２）効果的なＰＲ手法の構築

実行内容

1 物産展等の開催

いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課、観光交流課、（財）福島県観光物産交流協会
何をする

優良産品及び県内観光地の紹介・宣伝

期待する効果

産品周知、販路拡大

成果指標

来場者数、販売額、パンフレット消費数、アンケート結果　

実行内容

2 「地域の宝」を核とした誘客

いつまで

平成２１年３月

だれが

観光交流課
何をする

市町村の観光協会等の団体が行う旅行商品開発への助成

期待する効果

「地域の宝」を活用した誘客促進、地域間交流促進

成果指標

旅行商品開発数　

実行内容

3 地域連携PR活動の検討

いつまで

平成２１年３月

だれが

市町村、観光交流課
何をする

効率的なPR活動（例、地域別PRを交代で行う、はま・なか・あいづの位置関係で設営、旬と連携して、など）を検討

期待する効果

ローカルブランドから地名、福島や他の市町村の連想

成果指標

連携PR回数　

実行内容

4 うつくしま観光誘客プロモーション

いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会、観光交流課
何をする

交流・体験型、ほんもの、異業種コラボ観光等の促進

期待する効果

観光客満足度の向上、観光リピーターと産品販売量の増加

成果指標

観光入り込み数　

実行内容

5 有機農産物広報活動
いつまで

平成２１年３月

だれが

農産物安全課
何をする

有機栽培実践者ネットワークと連携し、各種事業とタイアップするなどして有機農産物のＰＲを図る。
期待する効果

有機農産物の販売促進

成果指標

来場者数　

実行内容

6 地元消費者への働きかけ

いつまで

平成２１年３月

だれが

福島県消費者団体連絡協議会

何をする

新産品やコンクール受賞産品等情報を地元消費者へ紹介する。

期待する効果

地元消費者が品質の良さを実感、利用・推薦の意欲向上

成果指標

産品紹介数　

実行内容

7 県産農畜産物の生産履歴の情報開示

いつまで

平成２１年３月

だれが

全国農業協同組合連合会福島県本部

何をする

ホームページに県本部トレーサビリティーシステムの生産履歴情報を公開し「安全・安心」をＰＲする。

期待する効果

県産農畜産物の「安全・安心」啓蒙による取扱拡大

成果指標

ホームページへのアクセス数　

実行内容

8 ニットフェアの開催

いつまで

平成２１年３月

だれが

福島県ニット工業組合、福島空港ビルテナント会
何をする

季節物ニット製品の即売会の開催（産地価格のため、市場価格より半値に近い販売）

期待する効果

ニット製品の普及

成果指標

売上　

実行内容

9 浪江町水産物のPR

いつまで

平成２１年３月

だれが

福島県消費者団体連絡協議会、浪江くらしの会（浜方部）
何をする

請戸港の水産物の鮮度の良さ、美味しさ等のPR
期待する効果

来客へのお土産
成果指標

売上、産品紹介数
実行内容

10 福島県のお菓子をPR

いつまで

平成２１年５月

だれが

福島県菓子工業組合

何をする

全国菓子大博覧会に出展

期待する効果

福島県内お菓子屋さんの売上向上

成果指標

【検討中】

実行内容

11 首都圏向け情報発信事業の実施

いつまで

平成２１年３月

だれが

広報課、東京事務所

何をする

首都圏発行の新聞紙面を活用して、県産品の販売促進を含め福島県に関する多様な情報を首都圏向けに発信する。

期待する効果

首都圏開催イベント情報等の周知、ふくしま産品の認知度向上

成果指標

－

実行内容

12 伝統的工芸品若手職人、後継者支援

いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

伝統的工芸品の若手職人・後継者の作品を発表・販売する展示会を開催する。

期待する効果

伝統的工芸品産業の活性化

成果指標

来場者数

実行内容

13 東京観光案内所（サテライトショップふくしま）の運営

いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

東京観光案内所（サテライトショップふくしま）において観光案内とともに県産品の販売、ＰＲを実施する。

期待する効果

ふくしま産品の認知度向上

成果指標

販売額、案内件数

実行内容

14 ふくしまアクティブツーリズム総合戦略事業

いつまで

平成２３年３月

だれが

観光交流課
何をする

「食」「体験・交流」「健康づくり」等をテーマとした観光コースを構築し観光誘客を推進する。

期待する効果

ふくしま産品の消費拡大、認知度向上

成果指標

観光客入込客数、宿泊旅行者数

（３）「ふくしま産品」として先導的にアピールできる商品の選定によるブランド化

実行内容

1 ふるさと恵みの店指定（地産地消）

いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

県産品を積極的に販売する店舗を指定

期待する効果

県産品の利用拡大、県産品生産者の販路拡大

成果指標

指定数　

実行内容

2 ふくしま特産品コンクール

いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

ふくしま特産品コンクール大賞の授与と情報公開
県内産品展示PR

期待する効果

県内産品の普及、販路拡大

成果指標

コンクール応募数

実行内容

3 福島県ブランド認証産品のPR
いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

「福島県ブランド認証産品」について、雑誌等の各種媒体を活用して重点的なＰＲを行う。

期待する効果

「ふくしま産品」のブランド化を牽引するトップランナーの育成

成果指標

問い合わせ数

実行内容

4 観光みやげ品の推薦

いつまで

平成２２年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

県内において製造生産される観光みやげ品を審査し、優れたものを推薦する。

期待する効果

観光みやげ品の信用と適正価格の維持、品質と意匠の改善

成果指標

推奨品数（審査合格品数）

実行内容

5 地域ブランドコーナーの設置

いつまで

未定

だれが

会津ブランド館運営委員会

何をする

会津ブランド産品の販売支援及びＰＲ広報

期待する効果

観光客や地元住民のブランド品購入、ブランド品情報の発信

成果指標

来店者数及び販売額

（４）統一ロゴマーク・品質基準等設定

実行内容

1 福島県ブランド認証制度の確立
いつまで

平成２３年３月

だれが

福島県ブランド認証制度委員会、県産品振興戦略課
何をする

認証マークの商標登録、認証基準の設定

期待する効果

認証マークによるブランド化、購買意欲刺激

成果指標

認証数　

（５）マーケティング手法の確立（プロモーション）

実行内容

1 ふるさと産品の情報提供

いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

インターネットを活用したブランド化情報提供

期待する効果

ふるさと産品の周知、購買意欲刺激

成果指標

ホームページアクセス数　

実行内容

2 パブリシティの活用

いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課、空港交流課、観光交流課
何をする

マスコミ等のパブリシティを活用した広報

期待する効果

販売促進、誘客、消費拡大

成果指標

放映・放送回数、雑誌等掲載数　

実行内容

3 福島空港就航先でのＰＲ

いつまで

平成２２年３月

だれが

空港交流課
何をする

福島空港の国内就航先において福島のＰＲ活動を行う

期待する効果

県への誘客、福島空港利用促進

成果指標

空港利用者数　

実行内容

4 県産大豆を原料とした製品の販売

いつまで

平成２２年３月

だれが

福島県豆腐油揚商工組合

何をする

県産大豆豆乳を販売。飲食店・旅館等一定規模の宴会に小型豆腐製造装置を販売し、地産地消・自家製造豆腐をアピール。

期待する効果

県産大豆の良さの認知度向上、観光資源の拡大

成果指標

アンケート　

実行内容

5 会津郷からむし織商品のブランド化

いつまで

平成２１年３月

だれが

（株）奥会津昭和村振興公社、外部有識者（例、東京造形大学）

何をする

商品へのタグの設置、ロゴマークデザインの設定と差別化商品設定、首都圏のマーケティング情報収集と固定販売先の確保

期待する効果

会津郷からむし織商品の知名度拡大。偽物との差別化

成果指標

販売金額、情報問い合わせ件数　

実行内容

6 オリンダ二次加工商品の販売促進

いつまで

未定
だれが

（株）奥会津昭和村振興公社、首都圏活動団体（例、ふるさと往来クラブ）
何をする

高額な費用をかけない中での商品ＰＲ活動、地域特産品を主体とした協力マスコミへの情報提供活動

期待する効果

商品の知名度アップ、消費者への購入ルートの拡大明確化

成果指標

売上金額、常設店舗件数　

実行内容

7 地産地消の促進

いつまで

平成２１年３月

だれが

福島県消費者団体連絡協議会

何をする

直売所との交流・支援

①　直売所めぐりと実態調査

②　出荷者（直売所）との交流話し合い

③　各地地元消費者へPR

加工品の表示調査

①　原産地表示の有無

②　業者への要望

期待する効果

品質の向上（安全安心）と利用の向上

県産農産物の使用拡大（農地の効果的利用）

成果指標

出荷状況、来店者数、産品数の増加

（６）その他

実行内容

1 販売促進戦略のまとめ

いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

販売促進情報の整理と事例報告、ホームページ等による情報提供

期待する効果

成果の普及と啓発

成果指標

ホームページアクセス数　




	取組スケジュール

	取組内容
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度

	観光物産交流協会運営補助
	
	
	
	
	

	県観光物産館の運営
	
	
	
	
	

	物産拠点のキャンペーン
	
	
	
	
	

	地産地消運動の普及啓発
	
	
	
	
	

	県内量販店の地産地消推進
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	福島牛流通販売活性化対策
	
	
	
	
	

	県産青果物の県外ＰＲ
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	県産大豆ﾛｺﾞﾏｰｸ利用促進
	
	
	
	
	

	物産展等の開催
	
	
	
	
	

	「地域の宝」を核とした誘客
	
	
	
	
	

	地域連携PR活動の検討
	
	
	
	
	

	観光誘客プロモーション
	
	
	
	
	

	有機農産物広報活動
	
	
	
	
	

	地元消費者への働きかけ
	
	
	
	
	

	県産農畜産物生産履歴情報開示
	
	
	
	
	

	ニットフェアの開催
	
	
	
	
	

	浪江町水産物のPR
	
	
	
	
	

	福島県のお菓子のPR
	
	
	
	
	

	首都圏向け情報発信事業の実施
	
	
	
	
	

	工芸品若手職人後継者支援
	
	
	
	
	

	東京観光案内所の運営
	
	
	
	
	

	ふくしまアクティブツーリズム
	
	
	
	
	

	ふるさと恵みの店指定
	
	
	
	
	

	ふくしま産品コンクール
	

	
	
	
	

	福島県ブランド認証産品PR
	
	
	
	
	

	観光みやげ品の推薦
	
	
	
	
	

	地域ブランドコーナー設置
	
	
	
	
	

	福島県ブランド認証制度の確立
	
	
	
	
	

	ふるさと産品の情報提供
	
	
	
	
	

	パブリシティの活用
	
	
	
	
	

	福島空港就航先でのＰＲ
	
	
	
	
	

	会津地域産物ＰＲ消費拡大
	
	
	
	
	

	県産大豆原料製品の販売
	
	
	
	
	

	会津郷からむし織のブランド化
	
	
	
	
	

	オリンダ二次加工商品販売促進
	
	
	
	
	

	地産地消の推進
	
	
	
	
	

	販売促進戦略のまとめ
	
	
	
	
	


	戦略項目
	４　販路開拓戦略

	取組項目
	（1） 従来の型にとらわれない首都圏アンテナショップの展開

（2） 販路の多角化に応じた開拓

（3） 海外、特に上海での販路開拓・拡大

（4） マーケティング手法の確立（流通計画）

（5） その他

	取組内容

	（１）従来の型にとらわれない首都圏アンテナショップの展開
実行内容

1 ふくしま市場の運営
いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課、（財）福島県観光物産交流協会
何をする

都内の大型量販店内に開設したアンテナショップ「ふくしま市場」を首都圏における県産品の販売戦略拠点として運営する。

期待する効果

首都圏における知名度向上

成果指標

来場者数、売上
（２）販路の多角化に応じた開拓

実行内容

1 全国流通関係業者対象商談会の開催

いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

全国の流通関係業者を対象にした県内商談会の開催

期待する効果

商談成立、販路拡大

成果指標

商談成立数、サンプル提供数　

実行内容

2 業務提携による販路開拓の検討

いつまで

平成２１年３月

だれが

観光交流課
何をする

楽天イーグルスやマリーゼ等のスポーツイベントと提携したセールス、勝利・賞記念特売の検討

期待する効果

誘客、地産地消

成果指標

想定事例数　

実行内容

3 有機農産物生産者と消費者の絆づくり交流会
いつまで

平成２１年３月

だれが

農産物安全課
何をする

消費者が有機栽培している現地を訪問し、生産者は安全・安心で環境と共生する農業の取り組みや栽培状況などの情報を消費者に提供するなどして交流を深め、生産者と消費者の関係を確立し、絆づくりを図る。
期待する効果

有機農産物の周知及び生産・消費の拡大
成果指標

参加者数　

実行内容

4 ふるさと産品フェアの開催

いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

ふくしま特産品コンクール入賞産品業者を中心に県内の量販店等で「ふるさと産品フェア」を開催する。

期待する効果

地産地消の推進・将来性のある産品の発掘

成果指標

販売額

実行内容

5 有機農産物等販路開拓商談会等の開催

いつまで

平成２２年３月

だれが

農産物流通課
何をする

有機・特別農産物等こだわり農産物を扱う首都圏の実需者を本県の有機農産物等の産地へ招へいし、販路開拓のための商談会と産地交流会を開催する。

期待する効果

有機農産物等の生産・消費拡大

成果指標

商談数

実行内容

6 食彩ふくしまサマー・オータムトータルフェア等の開催

いつまで

平成２２年３月

だれが

農産物流通課、ＪＡ全農福島県本部
何をする

首都圏の商店街等において、多彩で豊かな県産農林水産物のトータルPRを行う。

期待する効果

県産農林水産物の知名度向上
成果指標

フェアの開催数
実行内容

7 外食・中食産業への販路開拓キャンペーンの実施
いつまで

平成２３年３月

だれが

外食・中食産業等販路開拓キャンペーン事業推進委員会

何をする

本県の多彩な農産物を中心に、多店舗展開するレストラン等を活用し、ふくしまフェアを複数店舗で１ヶ月間程度開催する。

期待する効果

外食・中食産業向け本県農産物等の販路拡大

成果指標

キャンペーン開催店舗数、取引額
実行内容

8 県産酒のイメージアップ　福島美酒体験の開催

いつまで

平成２１年３月

だれが

福島県酒造組合

何をする

福島県産酒のＰＲ及びイメージアップを図るため、首都圏において、消費者・飲食店を対象とした美酒体験を開催する。

期待する効果

首都圏における知名度向上、販路拡大

成果指標

来場者数

（３）海外、特に上海での販路開拓・拡大

実行内容

1 福島GALLERYの運営
いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課、（財）福島県産業振興センター上海事務所

何をする

中国上海市に設置したチャレンジショップ「福島GALLERY」を拠点として、中国市場における県産品の販路の拡大を図る。

期待する効果

海外販路開拓・拡大

成果指標

県内企業の利用数、輸出品目数　

実行内容

2 東・東南アジア等への県産果物等の輸出

いつまで

平成２３年３月

だれが

農産物流通課
何をする

農業団体等が実施する農産物輸出の支援
期待する効果

今後の本格的・継続的な輸出促進

成果指標

県産農産物の輸出量　

実行内容

3 海外情報の提供

いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

海外売れ筋商品等の情報提供

期待する効果

輸出促進

成果指標

情報照会数　

実行内容

4 商談会の開催

いつまで

平成２１年３月

だれが

県産品振興戦略課、（財）福島県産業振興センター上海事務所

何をする

定期的に現地貿易会社、レストラン、百貨店等との商談会を開催する。

期待する効果

海外販路開拓・拡大

成果指標

県内企業の利用数、輸出品目数　

実行内容

5 海外における知的財産権登録の検討

いつまで

平成２１年３月

だれが

商工総務課、県産品振興戦略課、ジェトロ

何をする

海外における商標登録や特許申請の検討

期待する効果

信用の付加価値、違法コピー・模倣品流通の抑制

成果指標

登録数　

実行内容

6 東アジア地域の販路拡大
いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

香港で県産品フェアを開催
東アジア市場の動向を県内企業に解説し、販路拡大を支援

期待する効果

東アジア地域市場をターゲットとした戦略的な販路開拓・拡大
成果指標

輸出品目数　

実行内容

7 県産品輸出促進体制の整備

いつまで

平成２３年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

「福島県貿易促進協議会」に「海外販路開拓専門員」を配置し、輸出に取り組む企業の支援を行い、県産品の輸出促進を図る。

期待する効果

県産品の販路拡大

成果指標

輸出品目数

（４）マーケティング手法の確立（流通計画）

実行内容

1 有機農産物等のマーケティング

いつまで

平成２１年３月

だれが

循環型農業課
何をする

本県の有機農産物等のあり方について検討を行うとともに、生産者、流通・販売業者、消費者等を構成員とした懇談会を開催する。

期待する効果

有機農産物等の新たな需要の開拓

成果指標

有機栽培面積、特別栽培面積　　

実行内容

2 ふくしま特産品のモニタリング調査

いつまで

平成２１年３月

だれが

（財）福島県観光物産交流協会
何をする

首都圏において「ふくしま特産品コンクール」受賞産品のモニタリング調査を行う。

期待する効果

商品開発に役立てるデータの収集、首都圏消費者へのＰＲ

成果指標

ふくしま特産品コンクール応募者数、受賞産品販売額

実行内容

3 ふくしまおりもの展

いつまで

未定
だれが

福島県絹人繊織物構造改善工業組合

何をする

会員が開発した生地及び製品の新たな販路開拓及び産地ＰＲのための展示会の開催、市場が求めている素材等の情報収集

期待する効果

販路開拓、産地企業の商品開発意欲の向上と産地の活性化

成果指標

来場者数、商談成約　

（５）その他

実行内容

1 販路開拓戦略のまとめ

いつまで

平成２２年３月

だれが

県産品振興戦略課
何をする

販路開拓情報の整理と事例報告、ホームページ等による情報提供

期待する効果

成果の普及と啓発

成果指標

ホームページアクセス数　




	取組スケジュール


	取組内容
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度

	ふくしま市場の運営
	
	
	
	
	

	全国流通業者対象商談会
	
	
	
	
	

	業務提携による販路開拓の検討
	
	
	
	
	

	有機農産物絆づくり交流会
	
	
	
	
	

	ふるさと産品フェアの開催
	
	
	
	
	

	有機農産物販路開拓商談会
	
	
	
	
	

	食彩ふくしまﾄｰﾀﾙﾌｪｱ
	
	
	
	
	

	外食・中食ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
	
	
	
	
	

	福島美酒体験の開催
	
	
	
	
	

	福島ＧＡＬＥＬＲＹの運営
	
	
	
	
	

	ｱｼﾞｱへの県産果物等の輸出
	
	
	
	
	

	海外情報の提供
	
	
	
	
	

	商談会の開催
	
	
	
	
	

	海外知的財産権登録の検討
	
	
	
	
	

	東アジア地域の販路拡大
	
	
	
	
	

	輸出促進体制の整備
	
	
	
	
	

	有機農産物等のマーケティング
	
	
	
	
	

	ふくしま特産品のモニタリング
	
	
	
	
	

	ふくしまおりもの展
	
	
	
	
	

	販路開拓戦略のまとめ
	
	
	
	
	



ふくしま・・・


「会津米」


「福島のくだもの」


…さぁ、これからだね！




































































県産品振興戦略運営会議


商工労働部と農林水産部の


県産品関係課長により構成





福島県ブランドマーク





福島県ブランド認証産品











ブランド化











ふくしま産品振興アクションプログラム





消費者や生産者の立場に立って（現場主義）


やれるところから（迅速な行動）


やる気のあるところから（トップランナーの育成）





ふくしまといえば……


ふくしまの○○○、…











ふるさと産品





県産品





ふくしま産品











販路開拓





推進体制





見直し改善





成果分析





実行





策定





(Plan)





県産品振興戦略課





検討部会


関係団体及び研究機関により構成される①米穀・青果、②鮮魚・精肉、③飲料を含む加工食品、④工芸品等の４つの部会





県産品振興プロジェクトチーム


県産品振興に関係する


部局横断的な庁内組織








県産品振興推進会議


県、生産・製造・販売・消費等の関係団体の代表により構成





見直し改善


(Act)

















商品化





実行


(Do)





改訂





成果分析


(Check)











販売促進

















� 「ふくしま・ふるさと産品振興指針」（平成１３年４月１日施行）のうち、特にマーケティングを重視したブランド化について県全体で戦略的に推進する方針（平成１７年１月策定）


� 「ブランド」とは「他の商品から区別するためのマーク・名前等の識別記号、商標、銘柄」であり、「ブランド化」とはブランドの価値・認知度を高めることをいう。「ブランドの価値」には知名度、イメージ、愛着（継続性、リピーター）等がある。


� JAS法の表示その他の商品を表す表示


�成果指標とは、指標の伸びなどの経過をチェックするためのもの。
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